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体験実習前後のレジリエンスと自己効力感の変化
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要旨
本研究は体験実習前後のレジリエンスと自己効力感の変化を知るために体験実習に参加する1年生
32名を対象に調査を行った．実習前，体験実習直前，体験実習直後の 3回調査を行ったところ，自
己効力感には大きな変化はなかったが，レジリエンスのソーシャルサポートの項目と総合点に向上の
傾向があることが明らかになった．学生にとってストレスとなる実習を乗り越えるためにも，ロール
モデルや体験を聞くなどレジリエンスを高める関わり方の必要性が示唆された．
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　【はじめに】
医療専門職としての学びを得るための手法と
して，模擬患者による指導や客観的臨床能力
試 験（OSCE：Objective…Structured…Clinical…
Examination），クリニカルクラークシップ等
様々な形式で演習や実習を行い臨床現場で活か
せるような知識と技術を得ることのできる指導
法が注目されている．一方で学生の中には実習
に対して精神的に不安を抱えたり，成功体験を
得ることが出来ず自信を喪失してしまう学生が
見られており，学生にとってよりよい実習のあ
り方について模索が続けられている．
近年，「極度の不利な状況に直面しても，正
常な平衡状態を維持できることが出来る能力」
としてレジリエンスが注目されている（成尾 .…
2013）．中野らは臨床実習を経験した学生につ
いて対人ストレスイベントの抑制に学生のレジ
リエンス特性が影響を及ぼしていると報告して
おり（中野ら．2011），レジリエンスを高める
ことが出来れば実習をはじめとして困難な状況
に立ち向かうことが出来ると考えられている．
しかしその報告はまだ少なくどのような過程で
レジリエンスが変化するのかは十分な報告がな
されていない．そこで，本研究の目的は学生の
心理面の経過が実習前と後でどのような変化を
するのかということを明らかにするものであ
る．
　【方法】
本研究は作業療法学科1年生で体験実習に参
加する者 32 名（男性 9名，女性 23 名）を対
象に行った．調査は経過による変化を分析する
ため 3回に分けて実施した．第 1回を実習前
の第 1回オリエンテーション時（2012 年 7月
20日），第 2回を臨床の作業療法士が参加し指
導する第 2回オリエンテーション時直後（2012
年 9月 1日），第 3回を体験実習終了後（2012
年 9月 13日）に測定した．第１回目のオリエ
ンテーションでは体験実習の概要や目的の説明
を行い，第 2回目のオリエンテーションでは実
習としてのマナーや参加姿勢についての説明，
卒業生を模擬患者とした面接の演習を行った．
学生の心理状態の分析には困難な状況から回
復する力を評価する「S-H式レジリエンス検査」
と自分自身の能力に関する自信を評価する「自
己効力感尺度General…Self-Efficacy…Scale（以
下GSES）」を用いて学生の心理面の変化を調
査した．…
レジリエンスの測定には祐宗の S-H式レジ
リエンス検査を用いた．S-H式レジリエンス検
査はパート 1とパート 2の 2部構成になって
いる．パートAではA因子（ソーシャルサポー
ト：友人，同僚，家族など周囲の人からの支援
や協力などの度合いに関する本人のとらえ方），
B因子（自己効力感：問題解決を自分でどの程
度出来るかなどの度合いについての本人の感じ
方），C因子（社会性：他者とのつきあいにお
ける親和性や協調性の度合い）の 3因子の構造
からなる27項目について5段階で回答を得た．
パート2は現在の内心と行動について8項目の
項目について 4段階で回答を得た．GESEは行
動の積極性・失敗に対する不安・能力の社会的
位置付けの 3領域 16項目について「はい」ま
たは「いいえ」で回答を得た．GESEは 16項
目について「はい」か「いいえ」の 2択から選
択する質問紙であり，最高は 16点，最低は 0
点で得点が高いほど回答者の自己効力感の高さ
を示すものである．これらの2つの評価結果に
加え実習終了後に自由記述式のアンケートを行
い特徴をとらえた．
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調査票は無作為にナンバリングし記入時には
ナンバーを書くことで個人名が特定されないよ
う配慮した．研究の同意については調査票の提
出をもって研究に同意が得られたものとした．
調査結果は集計しその特徴を捉えた，なお本研
究は聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認
を受けて行った（承認番号 12076）．
　【結果】
1．回収率
GSES，S-H式レジリエンス検査とも回収率
は第 1回目が 32 名中 30 名（93.8%），第 2回
目は 32 名中 32 名（100%），第 3回目は 32 名
中 31 名（96.9%）であった．各回とも回収数
を有効回答とし分析した．
2．GSES の結果
各回のGSESの平均値を算出したところ1回
目 6.31（± 3.24），2 回目 7.90（± 3.74），3 回
目 7.09（± 3.80）であった．有意差（Kruskal-
Wallis 検定，p＜ 0.05）は見られなかったが体
験実習期間という短期間に変化していることが
伺えた．また，臨床の作業療法士が参加し指導
する直前演習後の2回目が最も得点が高かった
が，実習後はわずかに低下が見られた．
A：ソーシャルサポート
高い 9 15 8
普通 11 8 14
低い 10 9 9
1 回目   2 回目   3 回目
（N.S）
B：自己効力感
高い 5 4 6
普通 18 20 18
低い 7 8 7
1 回目   2 回目   3 回目
（N.S）
C：社会性
高い 10 10 10
普通 14 16 16
低い 6 6 5
1 回目   2 回目   3 回目
（N.S）
合計得点
高い 6 12 11
普通 17 13 15
低い 7 7 5
1 回目   2 回目   3 回目
（N.S）
表 1：S-H レジリエンス尺度項目別結果
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3．レジリエンスの変化
S-H式レジリエンス検査を集計しその特徴を
捉えた，A因子（ソーシャルサポート），B因
子（自己効力感），C因子（社会性）の 3つの
領域別と合計得点の変化を見たところ（表１），
B因子，C因子には期間中ではあまり変化が
見られなかった．一方で，A因子（ソーシャ
ルサポート）は第 2回目が最も高かったが第 3
回目には低下し第1回目と同じほぼ同じ得点に
戻っており有意差（Kruskal-Wallis 検定，p＜
0.05）も認められなかった．合計得点では 1回
目に比べ2回目で増加しているが3回目では変
化は見られなかった．また S-Hレジリエンス
検査のパート 2では内的外的積極型，外的消極
―内的積極型が多くを占めていた．
　【考察】
本研究の結果より実習前後の学生の自己効力
感とレジリエンス尺度については大きな変化
が見られなかった．一方でGSESの平均得点
とレジリエンス尺度の下位項目を比較すると，
GSESと S-Hレジリエンス尺度の要因Aとも
に平均値が第一回目より第二回目が向上し第三
回目にはやや低下していた．まず第 2回目に
向上していた原因として実習前のオリエンテー
ションやセミナーを受講した学生達が具体的に
何をすれば良いのかイメージができあがってき
たことが考えられる．そして第 3回目に低下
していた原因として，実習に出て現場で必要と
なる知識や技術，立ち振る舞いを学び医療職と
して必要な事と今学生が習得していることとの
差異を認識してできたことが要因だと考えられ
る．針間はレジリエンスを強化するには，生徒
にコミュニケーション，参加，自尊心，チーム
ワーク，学校による帰属とつながりの感覚を促
すことが必要と述べており（針間．2012），福
重らは看護学生のレジリエンス育成に向けロー
ルモデルの必要性を述べている（福重．2013）．
今回の実習前，第 2回目のオリエンテーション
時には，臨床の作業療法士が参加して行ったが，
学生の感想からは「現場の作業療法士から具体
的なアドバイスが聞けて良かった」，「実習や作
業療法士として必要なコミュニケーションにつ
いて理解できた」「自分がうまくできてないと
ころを認識できた」などのコメントがあり，現
場の作業療法士などロールモデルを活用するこ
とも有益と考えられる．このように実習前から
学内で臨床に近い経験や学びを得ることで学生
が実習などのストレスに立ち向かえるレジリエ
ンスや自己効力感を高めることが期待できる．
今後はレジリエンスを高めるための効果的な方
法について明らかにしていく．
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　　  Changes in Studentsʼ Self-efficacy and Resilience 　　
before and after Clinical Training
Tatsuya…SUZUKI
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Abstract
The…study…was…conducted… in…order… to… find…out…about…changes… in…studentsʼ… self-efficacy…and…
resilience…after… the…experience…of… clinical… training.…There…was…no… significant…change… in… self-
efficacy,…but… some… improvement… in… the… total… score…of… social-support-induced… resilience…was…
revealed.…In…order…for…the…practice…to…be…less…stressful…for…students,…a…need…to…include…role…models…
and…listening…to…their…experience…to…incresse…resilience…is…being…suggested.
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